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高齢者が住み慣れた地域で暮らしていくためには、地域の人々と顔の見える関係を築き、
お互いに支え合うことが大切です。サークル活動、趣味の仲間、近所付き合いやお茶飲み仲間
など、人と人とのつながりは「地域のお宝」であり、楽しく生きるための力になります。
今回は、沢野地区の女性カラオケ愛好会についてご紹介します。

沢野地区
牛沢町「ほのぼの会」

みなさんに配られたお弁当とデザート

サロンの運営は、区長・区長代理・民生
委員・ボランティアなど計10名で行われ、
尺八の演奏やビンゴゲームなど、参加者
が楽しめる催しが実施されました。
また、会場内には、クリスマスが近いこと
から華やかな装飾が施され、美味しいお
弁当やデザート等も用意されていました。

発足時から会長を務める中島幸子さんは、幼い頃から歌や音
楽に親しみ、作曲にも取り組んできました。
25年前には、当時の区長とともに、牛沢町のオリジナル曲「牛
沢慕情」を制作しました。中島さんは「今は、やりたいことをや
りたいようにやっています」と話します。
毎朝4時30分に起床し、畑仕事や草むしり、3匹の猫の世話、
炊事や洗濯など、身の回りのことをほとんど自分でこなしてい
ます。自宅では野菜や花を育てており、この日も、自ら収穫した
スイカや枝豆を参加者全員に振る舞ってくれました。

岩瀬川町いきいきサロンが、12月7日（日）11時
から、岩瀬川町住民センターにて開催されました。
今回で第38回目、今年度では2回目の開催です。
いきいきサロンは、主に地域の高齢者が集い、交

流を通して生きがいづくりや仲間づくり、介護予防
につなげることを目的とした場です。
当日は、初参加者5名を含む40名が参加しました。

女性カラオケ愛好会「ほのぼの会」は、平成3年
に発足し、7年前に現在の名前に改称しました。
現在は5名の会員が、毎月2回、金曜日の午後1
時から3時まで牛沢会館に集まり、カラオケを楽
しんでいます。以前は20名を超える会員がいまし
たが、会員の高齢化などにより、現在は少人数と
なりました。それでも「歌うことが楽しみ」と仲間と
の交流を大切にしながら活動を続けています。

飲食をしながらカラオケを楽しむ様子

会長 中島 幸子さん（92）
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過去の記事はこちらから

長年、活動を続けていられるのはどうして?

★会員の紹介★

中里 セキさん（95）

茂呂徳江さんと高橋いち子さんの自宅は隣同士で

共にお一人暮らし。毎日のようにお裾分けやお茶飲

みをする仲です。お互いの家がよく見えるため、

「カーテンが開いたな」「洗濯しているな」など、日々

の様子を感じ取ることができます。こうした日常のつ

ながりが、さりげない見守りにもなっています。

大雨や台風、地震などの災害時には、どちらからと

もなく電話をかけ、お互いの無事を確認しています。

おしゃべりすることが発

散になったり、お互いの

ことを話したり、色々な

地域の情報交換ができ

ます。

以前の婦人会では、旅

行へ行ったり賑やかで

したよ。

＼頑張れ～／

金井 末子さん（91）

茂呂 徳江さん（88） 高橋 いち子さん（86）

長年、ほのぼの会の会計を担当してきました。

以前は和裁や洋裁を習っており、今でもそろ

ばんを使ったり、文字を書いたりするなど、意

識して指先を動かしています。「この会は私の

生きがいになっています」と話してくれました。

「この年齢になると、同世代の人が身近

に少なくなってきました。そんな中、ほの

ぼの会では年の近い方々と会えるので、

話も弾み、毎回参加するのを楽しみにし

ています」と、笑顔で話してくれました。

納涼祭にて「牛沢慕情」を合唱

ほのぼの会では月に２回、仲間と顔を合わせ、持ち寄った野菜やお茶菓子を囲みながら、好きな歌を歌って

   楽しい時間を過ごしています。また、会がない日にも、メンバー同士でお裾分けをしたり、お茶を飲みながら

   話したりと、日常的に顔を合わせています。こうした日頃の交流があることで、ちょっとした悩みや困りごと

   にも気付きやすくなります。そんな何気ない関係が、日々の暮らしを支える「地域のつながり」になっています。

令和8年8月2日（日）に行われた牛沢町納涼祭

で、ほのぼの会と緑葉会（中年層を中心とした男

性の会）が、中島幸子さん作曲の「牛沢慕情」を

合唱しました。地元のお祭りで牛沢町の歌を披露

する姿から、地域への愛着（ふるさとを大切にする

思い）が感じられました。
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